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5.跨脱痛症候群に対する竜胆潟肝湯の効果
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【はじめに】竜胆潟肝湯は、扉氏十六種を出展とする

漢方方剤で、寺津によれば、尿路と下部消化管に裏熱

をおぴた水滞があるため排尿痛、排尿障害などの症状

を呈し、あわせて心と肝の陽気の病的過剰状態があり、

イライラ感や、のぼせ感などの精神症状を呈するものに

用いるとしている。勝脱痛症候群とは、国際尿禁制

学会の定義によれば、勝脱充満に関連する恥骨上部の

痔痛があり、昼間頻尿・夜間頻尿などの他の症状を

伴い、尿路感染症や他の明らかな病的状態が認められ

ないものをいい、臨床的には間質性勝脱炎を含む概念

である。今回腸脱痛症候群の患者に対し竜胆潟肝湯を

投与しその効果を評価した。

【方法｝勝脱痛症候群の女性患者 10名に、ツムラ竜胆

潟肝湯 7.5g各食前 3×を 4週間与し、投与前後に、

ICIQ -SF （国際尿失禁会議尿失禁症状・ QOL質問票）、

OABSS （過活動症状質問票） ,0’Leary and Sant 

間質性勝脱炎質問票、排尿記録を記入してもらい、

竜胆潟肝湯の効果を評価した。

【対象｝勝脱痛症候群の女性患者 10例（平均44.8歳）

とした。

【結果】 ICIQ-SFでは、投与前の尿失禁のなかった

8例に症状は不変であったが、投与前に尿失禁があった

2例の尿失禁症状の悪化が認められた。 OABSSは、

6例は改善、 4例は不変であった。 o’Learyand Sant 

間質性跨脱炎質問票のうち症状スコアに関しては、

改善が6例、不変2例、悪化2例であった。痛みスケール

では、改善5例、改善なし 4例、悪化 l例であった。

排尿回数は、減少8例、変化なし1例、悪化1例であった。

【考察】竜胆潟肝湯は、勝目光痛症候群患者の勝脱痛と

排尿回数を改善する可能性が示唆された。
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